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大村湾

波佐見町

大村湾

■面 積：74.29k㎡
■人 口：8,077人（県内20位／21市町）
■世 帯 数 ：3,138
■人口密度 ：108.7人／k㎡
■主な産業 ：お茶、みかん、いちご、びわ

東彼杵町

H30年3月末現在

H30年３月末現在

■面 積：56.00k㎡
■人 口：14,894人（県内17位／21市町）
■世 帯 数 ：5,229
■人口密度 ：265.9人／k㎡
■主な産業 ：400年の歴史と伝統を誇る

波佐見焼、アスパラガス

○農業の近代化と陶磁器産業の一体化
県下第1号の県営圃場整備、農村総合整備
モデル事業実施。
整備、近代化による農家の余剰労働力を陶磁
器産業へと結ぶ。

○Ｈ22長崎キャノンが設立⇒「メイドイン波佐見」
のデジタルカメラ誕生

活力と潤いに満ちた磁器と緑のまちを目指したまちづくり有明海

町民と行政の連携したまちづくり

○職員地区担当制度導入
役場職員を各地区エリアに配置し、まちづくり活動に
参加サポート。

波佐見町・東彼杵町概要 波佐見町・東彼杵町概要

○温暖な気候に適した農業
そのぎ茶―県内の60～70％を生産
全国茶品評会２連覇、日本茶AWARD２連覇を達成
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波佐見町 東彼杵町
2018.3末現在 14,894人 8,077人

2040年 12,020人 5,432人

※ 2020年以降は社人研将来推計人口より

社人研将来推計
人口より

約19.3％減 約32.7％減

波佐見町・東彼杵町人口推計 波佐見町・東彼杵町概要
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H30年3月末現在

波佐見町公共下水道整備図

10位／県内 11位／県内 31位／全国

11位／県内 9位／県内 39位／全国

下水道普及率：

汚水処理人口普及率：

※全国の下水道普及率は、78.8%（H30.3末）

東彼杵町公共下水道整備図

東そのぎクリーンセンター

波佐見中央浄化センター

◎

波佐見町・東彼杵町 下水道整備状況 波佐見町・東彼杵町概要

◇ 汚水処理人口普及状況 ◇
整備率93.5％

整備率90.4％

波佐見町 東彼杵町 長崎県全体
下 水 道 普 及 率 44.8% 43.3% 61.8%
農 集 普 及 率 0.0% 6.4% 2.9%
漁 集 普 及 率 0.0% 2.7% 0.7%
浄 化 槽 普 及 率 30.1% 28.5% 13.7%
コ ミ プ ラ 普 及 率 0.0% 0.0% 0.4%
汚水処理人口普及率 74.9% 80.9% 79.5%

平成32年度以降施工予定

平成31年度施工予定

凡　　　　　　例

平成28年度以前施工済み

平成29年度施工済み

平成30年度施工
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【波佐見中央浄化センター】

【平面図】

【処理場外観・平面図】 2町の維持管理業者の選定業務共同化

【東そのぎクリーンセンター】
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◇波佐見町 ◇東彼杵町

供用開始 ： 平成16年3月 供用開始 ： 平成16年4月

参考 波佐見町・東彼杵町概要

水洗化率

未水洗化人口
水洗便所設置済人口

水洗化率
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<Ｈ14.11月> 東彼杵郡内３町（波佐見町・東彼杵町・川棚町）の合併協議会設置
Ｈ17年の市町村合併を見据え、下水処理場の機器の仕様等統一した
施設を建設する協議を行う。

<Ｈ16. 1月> 波佐見町・東彼杵町において維持管理に伴う契約執行事務
に関する協定書を作成。

<Ｈ16. 2月> 技術提案型のプロポーザル随意契約方式を採用

<Ｈ17. 3月> 3町の合併協議会解散 ➢ ３町の合併は白紙となる

（参考資料①）

業者選定共同化 2町の維持管理業者の選定業務共同化

・2町は同時期に下水道事業計画の認可を取得し、事業に着手。
背 景

計画区域の縮小

将来の人口減少

市町村合併計画

2町合同による処理場維持管理の業者選定
(技術提案型プロポーザル方式)を共同実施

経 緯
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①各町にて維持管理業務委託業者選定
委員会の設置（要綱）

②維持管理業務委託プロポーザル
随意契約応募要領

⑤各町が同一業者と個別に契約締結

＜プレゼンテーションの様子＞

（参考資料②）

業者選定共同化への手続き 2町の維持管理業者の選定業務共同化

・各指名業者より技術提案書（見積書含む）を提出
・2町の「業者選定委員会」による合同審査会を実施

⇒プレゼンテーション

③優先交渉権者の決定

④3者同席でのネゴシエーション

維持管理業者選定委員会

契約締結 公募型プロポーザル

維持管理業者

波佐見町 東彼杵町

契約締結

協 定

業者選定条件
両町へ指名願いを提出していること
県内にて実績の有る業者
・2町の合同選定委員会により第一次審査

⇒指名業者を選考
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①維持管理に伴う契約執行事務に関する協定書 ②維持管理業務委託業者選定委員会設置要綱

参考資料【1】 2町の維持管理業者の選定業務共同化
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③提案内容の評価基準と評価点

参考資料【2】 2町の維持管理業者の選定業務共同化
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維持管理業者人員体制 2町の維持管理業者の選定業務共同化

波佐見町 東彼杵町

※責任者については
波佐見町・東彼杵町兼任

主 任 1名

技術員 2名

主 任 1名

技術員 1名

緊急時対応 1名

責任者 1名

4人体制 3人体制

①運転監視及び保守点検
②中継ポンプ場・マンホールポンプ場

施設の運転監視及び保守点検
③自動警報装置による緊急時の対応
④水質管理

業務委託内容
①運転監視及び保守点検
②自動警報装置による緊急時の対応
③水質管理
④ユーティリティーの調達
⑤小修繕・植栽管理等

処理場 中継ポンプ場 マンホール
ポンプ場

処理場

＜波佐見町処理施設＞ ＜東彼杵町処理施設＞

業務委託施設

責任者 1名
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〇 発注作業の共同化により職員工数削減
〇 委託業者の共通経費削減
〇 スケールメリットによる委託人件費削減
〇2町間の物品・薬品等の貸し借りが容易
〇緊急時対応に人員のやり取りが容易
〇維持管理で情報や実績の共有が可能
〇同一機器仕様の為、修繕時期も概ね同じであり、情報共有ができる

・原水ポンプ井の水抜き用水中ポンプの貸し借り。
・高分子凝集剤5箱の貸し借り。
・緊急時対応で波佐見町から東彼杵町に2名派遣。

〇 東彼杵町は平成２６年度より維持管理業者と包括的民間委託(レベル2.5)
を実施(ユーティリティー調達・小修繕を委託内容に計上)
⇒ その結果を見て、波佐見町も委託範囲拡大を検討する可能性あり。

業者選定共同化によるメリット 2町の維持管理業者の選定業務共同化

今後の課題

実 例

効果額：約２２百万円
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ご清聴ありがとうございました。
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